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ウラル系諸語の言語資料の電子化とマークアップ

― 現状・課題・展望 ―

松村一登

東京大学大学院人文社会系研究科

kazuto@tooyoo.l.u-tokyo.ac.jp

1. はじめに

私たちは，だれでも母語の使い手として，膨大な量のことばを毎日産出して

いる。しかし，話されたことばは，ほとんどの場合産出されたその瞬間に，ま

た，書かれたことばも，たとえば紙という物理的なメディアが切り刻まれたり，

燃やされたりしたその瞬間に，そのとき何らかのことばが産出されたという事

実もろとも，過去という時空のかなたに吸い込まれて，永久にアクセス不可能

になる (＝失われる)。これは，世界のいたるところで，毎日繰り返されている

営みである。

ふつうはあとかたなく消えてしまう運命にあることばが，録音されたり，文

字化されたりして，運よく保存されたものの１つ１つを「言語資料」(linguistic

document) と呼ぶことにする。

言語の研究の基礎になるのは，研究対象とする言語の言語資料が一定量利用

可能な状態にあることである。言語資料の少ない言語については，自分で，現

地調査やインフォーマント調査を行うなどして，新たに言語資料を集めること

から始めないと，そもそも研究が成り立たない。したがって，言語資料を集め

ることそのものが，言語の研究にとってきわめて重要な位置をしめる。また，

そのようにして集めた言語資料は，文字化されることによって，研究資料とし
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て，他の言語資料と同じステータスをもつようになる。

言語資料を集める方法と並んで，ひじょうに重要なことは，集めた言語資料

を研究者の間で共有できるデータ形式にすることである。とくに，そうでなく

とも人材的，資金的リソースにめぐまれない少数言語の場合，研究者ごとに，

あるいは，研究目的ごとに (しばしば互換性のない) 異なったデータ形式の言語

資料を用意するよりは，研究目的や利用形態が異なっても，複数の研究者や研

究プロジェクトの間で使い回しのきく言語資料になっているほうが，格段に好

ましいことである。またｇ，現在では，集められた言語資料は，電子化され，

いわゆる機械可読なデータ形式，すなわち，コンピュータで扱えるデータ形式

に変換されて，蓄積・保管されるのが通例になっている。

科学研究費補助金・基盤研究 (A)(2) による本研究プロジェクトは，こういっ

た視点を踏まえて行われたものである。以下では，研究代表者である筆者の

専門領域，ウラル諸語の言語資料に焦点をあてて，研究の成果を報告する。

2. 言語資料の電子化

ウラル諸語の少数言語の言語資料の多くは，音声記号やキリル文字系の特殊

文字を用いて表記されている。このため，言語資料をコンピュータによって処

理・解析しようとするウラル諸語の研究者は，たいへんな苦労を強いられてい

るのが現状である。また，ウラル諸語の研究者に限らず，似たような境遇にあ

る言語の研究者なら，だいたい同じような状況におかれているといってよい。

　この苦労は，(a) 音声記号やキリル文字系の特殊文字等が過不足なく収録され

た Unicode 対応フォント，(b) コンピュータに関する高度な知識を持たなくて

も，音声記号ほかの特殊文字等を入力することができるようなツール，(c) 音声

記号ほかの特殊文字で表記された文字資料を，コンピュータに関する特別な知

識を持たなくても，容易にコンピュータ処理・解析のできる検索ツール ― こ

の３つの要素がそろって満たされるならば，原理的に解消できるはずである。

この３つの課題のうち，(b) については，筆者が研究代表者として 2000～

2002 年度に行った特定領域研究 (2)「消滅の危機に瀕した言語の言語資料のコ
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ンピュータ処理のためのデータ構造・分析ツールの研究」において，完璧と言

うにはほど遠いが，特殊文字の入力用の実用に耐える補助ツール [参考文献１] ，

を開発し，特殊文字の入力に伴う手間をかなりの程度まで軽減することに成功

した。

 本研究の重点課題の１つは，(a) のフォントの問題の解決であったが，ラテ

ン文字，キリル文字，音声記号に関するかぎり，目的はほぼ達成された (「5.

ウラル音声記号を実装した Unicode フォントの開発」)。(c) についても，UTF-8

でエンコードされたラテン文字，キリル文字，音声記号で表記され，文レベル

がマークアップされた言語資料ならば汎用で使える Perl 言語の検索ツールを使っ

て，KWIC 索引の作成や，言語形式の出現頻度数の計算を，比較的容易に行う

ことができるようになった (「4. Perl 言語による検索プログラムの開発」)。

　言語資料の電子化において，もっとも重要で，もっとも時間と人手がかかる

のが，言語資料の入力とマークアップである。ここで，言語テクストのいわゆ

る入力と，入力されたテクストのマークアップとは，はっきり区別しておいた

ほうがよい。なぜなら，入力は，使用文字によっては，ＯＣＲなどによってか

なりの程度まで自動化できるし，手入力する場合でも，文字に関する知識さえ

あれば，対象言語に関する知識がない人間でも行うことの出来る作業であるの

に対し，マークアップは，テキストの中身に立ち入らないと出来ない部分が大

きいからである。ラテン文字やキリル文字，漢字かななどで表記されたテクス

トの場合は，業者に発注してＯＣＲ作業まですませてもらい，納入されたＯＣ

Ｒデータを原典と付き合わせて校正する作業の段階になってから，当該言語の

知識のある研究協力者に仕事を依頼するという工程にするという段取りが，お

そらくもっとも効率のよい作業計画であろう。

3. ウラル諸語の言語資料の電子化とマークアップ

この研究プロジェクトでは，当初から XML でマークアップを行うことを目

標にしてきた。その目標に近づくために，研究分担者の千葉庄寿氏 (麗澤大学)

を講師にして，「言語資料の XML によるマークアップ」と題する研究会を，
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2004 年 12 月 11 日に東京大学で開催した。この研究会は，この科研費プロジェ

クトの関係者以外にも公開し，参加者は 22 名になった。

そもそも，マークアップされた言語資料が一定量蓄積されるまでは，電子化

された言語資料を使った研究は始めることができない。筆者がこの研究プロジェ

クトで目標としたのは，自分の研究対象であるウラル諸語に関して，Unicode

(UTF-8) でエンコードされ，文レベルまでマークアップされた言語資料を，量

的に整備することであった。具体的な成果については，それぞれの言語の言語

資料に関する箇所で述べる。

　言語資料のマークアップに関しては，XML (Extensible Markup Language) を用

いることが当初からの目標だったが，Unicode でエンコードしたテクスト資料

を，いわゆる well-formed な XML 文書としてマークアップする段階でよしと

した。つまり，テクストのマークアップのための特定の規格 (たとえば，Text

Encoding Initiative, TEI; Corpus Encoding Standard, CES ) を用いて，言語資料をい

わゆる validate された XML 文書としてマークアップするという段階にまでは

至らなかった。もっとも大きな理由としては，人文系の研究者には，最先端の

ＬＴ技術 (language technology) を十分に習得することが時間的に困難であった

ことである。

他方，コーパスの標準的なマークアップ規格が国際的に未だ確立していると

は言えない現状において，特定のマークアップ規格を採用するのはリスクが大

きく，本格的なマークアップを今積極的に試みるよりは，先送りした方が無難

であると判断したという事情は，ここで述べておくべきであろう。ＬＴの世界

では，技術の発達が早いので，2006 年度から始める新しい科研費プロジェクト

では，テクストのマークアップに本格的に取り組むことができる程度まで，機

が熟すだろうと考えている。

ウラル諸語の言語資料に関しては，文より上のレベルまでに限ってではある

が，コーパス・ファイルが well-formed な XML 文書になるようにマークアップ

するためのノウハウが獲得できたと考えている。上で述べたように，ベプス語，

マリ語，エストニア語等の言語資料で，利用可能な状態にあるコーパス・ファ
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イルは，well-formed な XML 文書のマークアップになっていることが，XML エ

ディタほかのチェック機能で確認した。

今後の課題は，言語資料に関する，いわゆるメタデータ (書籍の書誌情報に

あたるもの) を体系的に付加するノウハウの確立と，文レベルより下位の要素，

すなわち語のレベルで，品詞形態情報などの言語的情報を付加するためのツー

ルの開発や，テクスト全体のマークアップのための規格の選定の作業を行うこ

とである。品詞形態情報の付加にあたっては，自動的に品詞形態分析を行うプ

ログラム (いわゆる POS tagger) が，少数言語に関しても開発されることが望

まれる。

語レベルでの文法的情報の付加は，将来的には，おおむね次のような形式の

ものになるのではないかとイメージしている。

マリ語の原文とその語釈，翻訳

Йыландан чевер оръеҥже чолга ӱш дыр гай йолга.
Jylanda-GEN beautiful bride-3sg clear star-NOM like shine.PAST-I.3sg
「ヤランダの美しい花嫁は明るい星のごとく輝いていた」

<s>
<w lem="Йыланда" pos="prop. noun" mrf="gen.sg">Йыландан</w>
<w lem="чевер" pos="adj" mrf="nom.sg">чевер</w>
<w lem="оръеҥ" pos="noun" mrf="nom.sg.3sg">оръеҥже</w>
<w lem="чолга" pos="adj" mrf="nom.sg">чолга</w>
<w lem="шӱдыр" pos="noun" mrf="nom.sg">шӱдыр</w>
<w lem="гай" pos="postp" mrf="">гай</w>
<w lem="йолгаш" pos="verb" mrf="3sg.pastI.ind">йолга</w>
</s>

3.1.  ベプス語・ロシア語対訳テクスト集の電子化

ベプス語 (Vepsian,Veps; вепский язык) は，ウラル系バルト・フィン諸語に属

する言語で，2002 年のロシア連邦国勢調査によれば，ベプス人 8240 人のうち，

5753 人 (69.8％) が話すと答えている ([参考文献３])。ベプス人の居住地域は，

13



オネガ湖 (Онежское озеро) の南西岸地域 (シェルトゼロШелтозеро周辺)，お

よびオネガ湖の南のベプソフスカヤ台地 (Вепсовская возвышенность) である。

1930 年代に文語を成立させる試みがなされたが定着しなかった。ソ連邦崩壊後

の 1990 年代から，文語を復活しようとする動きがおこり，学校教科書，文法書

などが出版されている。

バルト・フィン系の言語の場合，ロシア正教系の民族の言語の場合でも，フィ

ンランド語やエストニア語にならって，ラテン文字表記を採用する傾向が強い。

ベプス語の現在の文章語のテクストの例

Vepsläižed — nece om üksʼ vähäluguižiš rahvhišpäi, kudamb eläb
Venän pohjoižpoles. Istorii sanub, miše hö oma elänuded neniš tahoiš jo
VI. vozʼsadalpäi; nene tahod oma vepsän rahvhan etnine kodima.
Venän valdkundan rahvhankirjutamine ozutab, miše 1897 v. oli völ
25,5 tuhad vepšläst, no möhemba rahvhanlugu väheni, i nügüdʼ
jälʼgmäine 1989 v. rahvhankirjutamine ozutab, miše vepsläižid om
jänu 12.5 tuhad mest. Vepsän rahvhal ei ole ičeze valdkundad. Hö
eläba Karjalas (Petroskoi i Änižjärven agj), Vologdan oblastiš
(Babajevon agj) i Peterin oblastiš (Podporožjen, Tihvinan, Boksitan i
Lodeinian Pöudon agjoiš).

Vepsän kelʼ om üksʼ Baltian meren suomalaižis kelišpäi. Baltian
meren suomalaižed keled oma: suomen kelʼ, karjalan kelʼ, estin kelʼ,
ižoran kelʼ, vodin kelʼ, livin kelʼ. Lähemba kaikid vepsän kelʼhe om
karjalan kelʼ (hänen livvin  i lüdin paginad). (Zaiceva 1995:3)

本研究プロジェクトでは，ロシア語訳が添えられて 1969 年に出版された，

ウラル音声記号表記のベプス語のテクスト集 (Зайцева и Муллонен 1969; 296 ペー

ジ) をそっくり電子化し，well-formed な XML 文書としてマークアップした。ベ

プス語とロシア語のテクストの入力は，ロシア科学アカデミー言語学研究所

(ペテルブルク) のＥ・Ｖ・ゴロフコ氏 (Evgeniy V. Golovko) (入力作業者：Ｍ・

Ｚ・ムスリモフ氏 [Mekhmet Z. Muslimov]) に依頼して行った。入力作業には，

この科研費プロジェクトで開発したフォントが使われた (本稿「5. ウラル音声

記号を実装した Unicode フォントの開発」参照)。XML によるのマークアップ

は，筆者が東京で行った。
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資料１として，入力したテクスト集のページのサンプル (ウラル音声記号で

転写したベプス語テクストとそのロシア語対訳），資料２として，同じベプス

語テクストに XML のマークアップを試みたもののサンプルを載せた。

ベプス語は言語資料の少ない言語なので，入力したテクスト集のほかに，辞

書や文法書・文法記述も，参考のためにここにあげておきたい。

ベプス語のテクスト集 (入力したテクスト集)

М. Зайцева и М. Муллонен 1969. Образцы вепсской речи. Издательство 

“Наука”, Ленинградское отделение.

ベプス語の辞書

Зайцева М.И. и Муллонен М.И. 1972. Словарь вепского языка. Ленинград: 

Наука

ベプス語の文法記述

Зайцева М.И. 1981. Грамматика вепского языка. Ленинград: Наука

Хямяляйнен М.М. 1966. “Вепский язык.” - Языки народов СССР III. Москва: 

Наука

Зайцева М.И. 1993. “Вепский язык.” - Языки мира. Уральские языки. Москва: 

Наука.

N. Zaiceva 1995. Vepän kelen grammatik. Petroskoi: Petroskoin valtion yliopiston 

kustantamo.

3.2. マリ語のコーパスの拡充

マリ語 (Mari; марий йылме; марийский язык)は，ロシアのボルガ川中流域の

マリ共和国, バシコルトスタン共和国, キーロフ州などで話されているウラル系

ボルガ諸語に属する言語である。2002 年のロシア連邦の国勢調査では，マリ人

は 604,298 人，マリ語の使用人口は母語話者は約 487,855 人 (2002)。マリ語に

は，19 世紀の終わり頃からの伝統で，方言差に由来する文章語が２つ (東マリ
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語 451,033 人，西マリ語 36,822 人) 使われている。 

　フィンランドのトゥルク大学のボルガ諸語研究を専門とするＳ・サーリネン

教授 (Sirkka Saarinen)と研究者のＪ・ルートネン氏 (Jorma Luutonen) を相手方

として，マリ語のコーパスを整備する共同プロジェクトの合意文書を 2004 年 8

月に交わした。トゥルク大学のマリ語の言語資料を Unicode でエンコードし直

し，最低限の XML マークアップを施す役割を引き受ける代わりに，トゥルク

大学のマリ語コーパスをそっくり寄贈してもらうことになった。以前，筆者の

側から寄贈したマリ語のテクストが，現在トゥルク大学のマリ語コーパスの一

部をなしているが，言語資料の収集の面ではフィンランド側の方が圧倒的にめ

ぐまれているので，こういった相補う形で協力体制が組めたことは幸運といっ

ていい。このプロジェクトは最初，2006 年 3 月までのものだったが，2006 年 4

月以降も更新されている。

トゥルク大学の側から提供された言語資料は，ロシアで MS Word 文書とし

て作成されたマリ語のテクスト (以下「原資料」) と，原資料をトゥルク大学の

マリ語コーパスのエンコード方式として使われてきた ASCII の転写方式に変換

したファイル (以下「ASCII 転写」) である。原資料が添えられた ASCII 転写は，

トゥルク大学の側で比較的最近入手した言語資料であるが，これまでトゥルク

大学のマリ語コーパスとして利用されてきた言語資料については，ASCII 転写

のみが提供された。

MS Word 文書になっている原資料は，マリ語の新聞や雑誌の原稿として作成

されたものを，編集部または著者から買い取ったもののようである。マリ語の

文章語の表記に用いられるキリル文字アルファベットには，ロシア語のアルファ

ベットにはない特殊文字 (ӓӧӱӹҥ) が含まれる。マリ語の特殊文字の画面表示・

印刷には，Unicode 対応でない独自のキリル文字フォントを使うことがマリ人

たちの間で行われてきた。このため，そのフォントがインストールされていな

い Windows マシンで原資料を読み込むと，資料３のように，特殊文字が別のキ

リル文字や記号に化けてしまう (例: тў‰ [тӱҥ], йєратыме [йӧратыме] )。
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原資料をフィンランド，トゥルク大学のマリ語コーパスで使ってきた ACII

転写に変換すると，資料４のようになるが，これは人間には非常に読みにくい。

資料５は，同じテクストを Unicode (UTF-8) でエンコードし直し，well-formed

な XML 文書としてマークアップしたものである。(1) ASCII 転写だけのものは，

ASCII 転写から Unicode に変換する，(b) 原資料があるものは，まず MS Word

文書をテクストファイルに変換し，特殊文字を Unicode の文字に置き換える，

(c) すべての言語資料を XML 文書としてマークアップする，この３つの作業が

共同プロジェクトにおける筆者の役割である。原資料から Unicode 変換された

テクストは，トゥルク大学にいるマリ人の客員研究員が，母語話者として校正

した。

共同プロジェクトの対象となったすべてのファイル，言語資料は Unicode に

変換された。このうち，校正がひととり済んだのは，次の２つの言語資料であ

る。なお，原資料のほんの一部だが，ファイルが破損していてテクストが取り

出せなかったため破棄されたものがある。

Ончыко 1996～1999 月刊誌    32.0 MB (224 万語)
Марий Эл 1990 年代 新聞 4.5 MB (XML タグなし)

マリ語のコーパスについては，松村 (2006) [参考文献 2] でよりくわしく論

じてある。

3.3. 19世紀エストニア語のテクストのマイクロ化と電子画像化

タリン大学学術図書館 (旧エストニア科学アカデミー図書館) 所蔵の 19 世紀

のエストニア語の新聞記事，学校用読本などをマイクロ化するとともに，デジ

タルスキャニングを行って TIF 画像データ化した。同時に閲覧が容易になるよ

うに PDF 版も作成した。
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文献名 年代 ジャンル　

Perno Postimees 1857～1863 新聞

Jakobson: Kooli Lugemise raamat I 1867 学校読本

Jakobson: Kooli Lugemise raamat II 1875 学校読本

Jakobson: Kooli Lugemise raamat III 1876 学校読本

Sakala 1878～1880 新聞

Hermann: Eesti Keele Grammatik 1884 文法書

Hermann: Eesti Keele Lauseõpetus 1896 文法書

Georg Müller 1891 教会文書

新聞 Perno Postimees (資料６) は，エストニア語の最初の新聞といっていい

ものだが，19 世紀の半ばころに行われた正書法改革以前の表記法 (旧表記)で書

かれた言語資料である。Carl Robert Jakobson (18841-1882) の学校読本 (資料８，

資料９) は，新表記で書かれたものとして広く読まれ，20 世紀に入ってからも

読本として用いられた。

新聞 Sakala は，エストニアのタルトにある文学博物館 (Kirjandusmuuseum)

から TIF 画像データで寄贈を受けた言語資料のため，この資料に限り，筆者は

マイクロ版を保有していない。画像データ化のもとになったマイクロフィルム

は，フィンランドのヘルシンキ大学図書館が撮影したものである。

Karl August Hermann (1851-1909) の２つの文法書は，エストニア語で書かれ

た最初の文法書として有名なものである。それ以前の文法書としてはドイツ語

で書かれた Eduard Ahrens (1803-1863) の文法書 (1843, 1853) と Ferdinand Johann

Wiedemann (1805-1887) の文法書 (1875) が研究史的に重要である。

最後にあげた Georg Müller (?1570-1608) のテクストは，書かれたのが 17 世紀

初め (1600-1606) であり，厳密には 19 世紀のエストニア語の研究資料ではない

が，編集されて出版されたのが 1891 年ということで，この表にに含めた。

この時代のエストニアの印刷物は，ほとんどがいわゆるドイツ文字 (Fraktur)

の活字で印刷されているため，コンピュータによる光学的文字認識 (OCR) に

よる文字資料化の方法をとることは現状では不可能で，文字資料化は，エスト
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ニアの学生や研究者の協力による手作業で，少しずつ進めてきた。いまのとこ

ろ，Perno Postimees 紙の最初の１年分 (創刊号～第 52 号) の記事の入力が済ん

ではいる (資料７) ものの，本格的な文字資料化の作業は，まだ今後の課題となっ

ている。

3.4. エストニア語のコーパスの拡充

　タルト大学の一般言語学講座のコンピュータ言語学の研究室の研究員 Heiki-

Jaan Kaalep 氏，Kadri Muischnek 氏から，エストニア語の新聞記事，文学作品の

テクストを新たに入手し，XML によるマークアップを行い，エストニア語のコー

パスに追加した。現在，筆者のもとにあるエストニア語コーパスの構成は次の

ようになっている。

松村が入力したテクスト   67 万語

タルト大学の基本コーパス (1980 年代) 101 万語

タルト大学の歴史コーパス (1890 年代～1970 年代) 177 万語

タルト大学の 1990 年代のコーパス 199 万語

新聞記事コーパス  (新たに追加されたもの)    3214 万語

文学作品コーパス (新たに追加されたもの) 404 万語

タルト大学のコーパスについては，公式サイトを参照されたい。

http://www.cl.ut.ee/korpused/index.php?lang=en

3.5. その他のバルト・フィン少数言語の言語資料

　1999 年 11 月～2001 年３月の期間に，エストニアの研究者の協力で，カレリ

ア語ジョルジャ方言，ベプス語，イジョール語，ボート語，エストニア語ヴォ

ル方言，エストニア語セト方言の録音資料 (ベプス語のみ約３時間，他の言語

は約 10 時間) を入手した。その録音資料は，エストニア人たちによって大部分

がすでに音声記号で転写されて，文字資料化されている。その文字化されてい
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た言語資料を，もう一度整形し，XML でマークアップし直した。なお，ボー

ト語だけは，この資料に加えて，印刷されたボート語テクスト集から電子化し

た言語資料があるが，それも一緒に XML 文書に変換した。

3.6. サーミ語の新聞記事資料のマイクロ化と電子画像化

サーミ語 (Sami) は，ノルウェー, スウェーデン, フィンランド３国の隣接す

る地域, およびロシアのコラ半島で話されているウラル系の言語で, 話者はおよ

そ３万５千人と推定されている。方言の差が大きく，それぞれの方言を独立し

た言語とみなして「サーミ諸語」という言い方がされることが多い。もっとも

話者の多い北サーミ語 (30000 人) の文章語は，ノルウェー，フィンランド，ス

ウェーデンにまたがる比較的広い範囲で用いられる。

以前バックナンバーを購入してあったノルウェーで発行されている北サーミ

語の新聞２紙 (Áššu 紙, Min Áigi 紙) の　1998 年１月～2001 年 12 月までの４年

間の紙面をマイクロ化するとともに，デジタルスキャニングを行って TIF 画像

データ化した。閲覧が容易になるように PDF 版も作成した。

新聞名 データ マイクロフィルム TIF データ ＰＤＦ

Áššu 1998～2001 ８巻 ＣＤ６枚 ＣＤ６枚

Min Áigi 1998～2001 ８巻 ＣＤ６枚 ＣＤ６枚

将来的には，TIF 画像を使ってＯＣＲし，文字データ化したものを XML で

マークアップすることができるなら理想的である (資料 10 は Áššu 紙の紙面)。

4. Perl 言語による検索プログラムの開発

この研究では，文字化された言語資料の整形やマークアップ，コーパスの検

索，コーパス検索結果の再処理など，すべての工程で Perl 言語のプログラムを

Winodws XP 上で走らせて作業を行ってきた。英語のコーパス検索用のプログ
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ラムにはすぐれたものがないわけではないが，英語以外の言語のコーパスには

そのまま利用できなかったりする。また，コーパスとして整備するまでのテク

スト加工の段階で必要とされるツールは自前で用意しなければならない。グラ

フィックなインターフェースには欠けるが，文字データ処理に強い Perl 言語は，

こういった場面で，小回りが利くので便利である。

マリ語のコーパスを検索して作った KWIC 索引のサンプルを，資料 11 とし

て掲げる。この KWIC 索引を作る際に使った Perl 言語のプログラムは，コーパ

スファイルが XML でマークアップされているという特性を利用しないで検索

しているものであるが，将来的には，XML のマークアップを利用した検索がで

きるツールが開発される必要があり，また，そのように期待もされている。

5. ウラル音声記号を実装した Unicode フォントの開発

　フィンランド内国語研究センター (通称 Kotus，ヘルシンキ) の研究員Ｋ・ルッ

ペル氏 (Klaas Ruppel) の全面協力で作成した OpenType の Unicode フォントで

ある。さまざまな事情で，JLOT-Fluralic という作業名がそのままフォントの名

称になった。グリフ作成をはじめ，フォント製作の実際の作業は，フィンラン

ドのフォント業者 (JL-types Ky) に発注して行ったもので，市販のソフト並みの

高品位の印刷も可能である。フォントの仕様など，技術的な点については，資

料 12 を参照されたい。

このフォントは，無料で配布している。入手を希望する場合は，この論文の

著者，松村までＥメールで問い合わせられたい。

6. 19世紀のフィンランド語文法書等のマイクロ化

文字化には至っていないが，今後の電子文書化の可能性を念頭に置きつつ，

19 世紀～20 世紀初頭のフィンランド語とエストニア語の文法書を中心とする一

連の歴史的な文献を，マイクロフィルム化し，デジタル画像化する作業を行っ

た。デジタル画像 (TIF) をもとに PDF 版も同時に作成したので，マイクロフィ
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ルム・リーダーを用いることなく，ＰＣの画面でこれらの文献を参照すること

ができるほか，必要なページの紙へのコピーも容易になった。

なお，現在のデジタル画像技術は，マイクロフィルム並みの解像度にはるか

に及ばないようなので，文献を複写・保存するための方法としてのマイクロ化

の需要はここしばらくはなくならないであろう。しかし，マイクロ資料は，閲

覧，とくに必要なテクスト部分の検索がたいへんやっかいである。マイクロ資

料をデジタル画像経由で PDF 文書に変換して，こちらを閲覧に利用すれば，マ

クロ資料より格段に便利な利用環境が生まれる。

フィンランド語関連の文献は，フィンランド内国語研究センター (ヘルシン

キ) の図書室所蔵のものを現地で一時借り出し，ヘルシンキ大学図書館のマイ

クロフィルム・センターでマイクロフィッシュ化するという手続きで入手する

ことができた。エストニア語関連の文献は，タリン大学学術図書館所蔵のもの

を，同図書館のマイクロ化部門担当者に直接依頼してマイクロフィルム化して

入手した。どちらの場合も，デジタルスキャニング以降の工程は，すべて東京

で行った。

マイクロ化とデジタル画像化，PDF 文書化を行ったフィンランド語・エスト

ニア語関連の歴史的文献は，以下の一覧表の通りである。

6.1. フィンランド語に関する歴史的文献

Judén, Jacob: Försök till Utredande af Finska Språkets Grammatik. Wiborg, 1818.

And. Joh. Sjögren: Ueber die finnishce Sprache und ihre Literatur. St. Petersburg, 

1821.

Becker, Reinhold von: Finsk Grammatik. Åbo, 1824.

Renvall, Gustavus: Finsk språklära. Åbo, 1840.

Koranteri, H. K. Suomalainen kieli-oppi, koulujen tarpeeksi. Wiipuri, 1845.

Collan, Fab. Finsk språklära. Helsingfors, 1847.

Eurén, Gustaf Erik. Finsk språklära. Åbo, 1849. 

Eurén, Gustaf Erik. Finsk språklära i sammandrag. Åbo, 1851.

Eurén, Gustaf Erik. Suomalainen kielioppi suomalaisille. Turku, 1852.
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Korander, H. Konst. Suomalaisten nimuke- ja lausukka-(eli tehdikkö-)sanojen 

jakautumisesta taivutuksen suhteen. Helsingissä, 1859.

Koskinen, Yrjö. Finska språkets satslära. Åbo, 1860.

Länkelä, Jaakko. Suomen kielen kielioppi. Alkeisopetuksen tarpeeksi. 

Hämeenlinnassa, 1867. 

Jahnsson, A. W. Finska språkets satslära: fär läroverkens behof. Helsingfors, 1871.

Setälä, Emil Nestor. Suomen kielen lauseoppi. Oppikirjan koe. Helsingissä, 1880.

Genetz, Arvid. Suomen kielen äänne- ja muoto-oppi ynnä runousoppi. Helsingissä, 

1881.

Hämäläinen, Konstantin. Suomenkielen muoto-oppi. Helsingissä, 1883. 

Petersen, F. J. Lauseopillinen esimerkki-kokoelma. Helsingissä, 1885.

Mietintö kieliopillisten koulu-oppikirjojen yhtämukaisiksi järjestämisestä. Helsinki, 

1888.

Kallio, Augusti Herman. Suomen kielioppi. Alkeisopetusta varten. Toinen, muutettu 

painos. Helsingissä, 1896.

Setälä, E. N. Suomen kielioppi. Äänne- ja sanaoppi. Helsingissä, 1898.

6.2 エストニア語に関する歴史的文献

Beiträge zur genauern Kentniß der esthnischen Sprache. Herausgegeben von Joh. 

Heinr. Rosenplänter. 1813-32.

Eduard Ahrens. Grammatik der Ehstnischen Sprache Revalschen Dialektes. Erster 

Theil: Formenlehre. Reval, 1843.

Eduard Ahrens. Grammatik der Ehstnischen Sprache. Erster Theil: Formenlehre. 

Zweite umgearbeitete Ausgabe. Reval, 1853.

Eduard Ahrens. Grammatik der Ehstnischen Sprache. Zweiter Theil: Satzlehre. 

Reval, 1853.

F. J. Wiedemann. Grammatik der ehstnischen Sprache. St.-Pétersbourg, 1875.
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ウラル音声記号で転写されたベプス語のテクストに最小限のタグ付けを試みたもの

<div3 id="16">
<informant>Иняков Василий, 15 л.</informant>
<doc_info>Маг. зап. 166/3. М. Муллонен, 1961.</doc_info>
<div4 id="16_1" lang="vep">
<h>16. pŕiha ost́i bazarou źerkлon</h>
<p>
<s no="0671"> eĺi ende͔ ükś pŕiha. </s>
<s no="0672"> t́edan, mäń hän bazaraлe ͔ i ost́i śigä źerkлon. </s>
<s no="0673"> kod́he tuĺ, kacлe͔b źerkлoho: «čoma oлe͔n». </s>
<s no="0674"> ak ńece͔n home͔ič, dume͔₍ib: «minak hän śinna kacлe͔b?». </s>
<s no="0675"> konz hän ĺäkś (pŕiha) kod́išpe ͔i, ak kacob: «a, sanob, ńügüde

t́edan, keda kacлe͔b. </s>
<s no="0676"> hän, sanob, bazarou ĺüuźi ńeičen da se͔n kart́ina̮ine om. </s>
<s no="0677"> tuлe͔ške, sanob, mamoi, kaco». </s>
<s no="0678"> mamaze ͔ tuĺ, kacuht́i: «ka, sanob, om babka ńečit́, minun

vuit́t́e». </s>
<s no="0679"> śit‿tuĺi tataze ͔: «ka min t́ii paǵiže͔te͔i, om ńečit́ muži͔k,

bardaŋke da furaškoiš». </s>
<s no="0680"> śid vähäine da tuĺ iče hän pŕiha. </s>
<s no="0681"> he ḱüzeл͔tase ͔i: «kedak śina bazarou ĺüuźid?». </s>
<s no="0682"> – «a kedak om?». </s>
<s no="0683"> – «ka mii naku kacuime͔i, sanotas, da em t́ea, ḱen om». </s>
<s no="0684"> a hän śiižut́i heit́ kaikid ühte ͔s da ozut́i: «vot, sanob, t́ii iče

oлe͔te͔g ́i». </s>
</p>
</div4>
</div3>
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12—24 

 

ПОЭЗИЙЫН ЙЄРАТЫМЕ ЙОЛТАШЫЖЕ 

 

Миклай Казаковын шочмыжлан — 80 ий 

 

Писатель-влакын шочмыштым (творчестве корныш шогалмыштым) ожнырак элыште, 

обществыште лийше вашталтыш дене, саманын ойыртемже дене кылдат ыле. Тиде шот 

гыч ончалаш гын, Миклай Казаковын мурпашаже икымше вичияш жапыште 

(1928—1932 ийлаште) тўзланаш, нерешташ тў‰алын. Но ялысе марий рвезын кидыш-

кыже ручкам социализм пашан шарлен толмыжо веле огыл кучыктен. Тудым шке йўк 

дене мурым о‰арен ончаш тунамсе литераторна-влакын — С.Чавайнын, О.Шабдарын, 

Олык Ипайын, Йыван Кырлян — возымышт таратен. 1930 ий гычак Йыван Миклай "У 

вий" журнал дене кылым кучаш тў‰алеш, тушко "Властьлан ваштареш ит кай" пьесы-

жым, почеламутлажым колтылеш. Нуныжо лудшо дек миен огыт шу. Тыгай пиал эн он-

дак "Ленин" почеламутшылан логалеш. Вуймутшо да содержанийже тыгай огыт лий гын, 

ты серымыжат, векат, ош тўням ок уж ыле. 

"Утларак тєрлаташ, илышым утларак шынен (шымлен) возаш тў‰алат гын, пашашт 

вийнен кертеш", — вашештен "У вий" самырык авторлан. Тыге каласаш лиеш: келгын 

шынен возымаш поэтын творчествыштыже эреак тў‰ верым налын. 1938 ийыште коло 

ияш рвезын икымше почеламут ойпогыжо лектеш. Вес ийжылан тудым Писатель ушем 

радамыш налыт. Тиде жап гыч Миклай Казаков марий поэзийын эн ончыл радамышкы-

же шогалеш да лўйкален пытарыме мурапшат-влакын кидышт гыч камвочшо сылнымут 

эстафетым нєлталеш, пел курым чоло тудым ўшанлын кучен ошкылеш. 

Кумло талук ончыч, пел курымаш юбилейжым палемдыме кечын, Николай Иванович 

каласен (рушла гыч кусарыдеак кодена): "Поэзия должна быть чистой и согревающей, 

как горячий источник-гейзер, точной и целеустремленной, как пуля, выпущенная в ми-

шень, красивой, как букеты живых цветов, и звонкой, подобно биению сердца... По мере 

своих способностей я всегда придерживался этой линии". Возен кодымо кумало утла 

книга кокла гыч кажныжым лудмо годым ме тушто чон яндарлык4ым да шокшо кумы-

лым, серыпле йылмым да раш шонымашым, чонеш перныше моторлыкым, авторын 

йўлен пырткыше шўмжым шижына. 

Чын талант тыматле койышан, шкенжым нєлташ шоныдымо, чап да кугу лўмнер верч 

тыршыдыме лиеш. Казаковым лишыч палыше е‰-влак ойлат да возат: 50—60-шо ий-

лаштат (тунам Сталинский премий лауреат да Марий АССР-ын калык поэтше лўмым 

налын, сылнымут пашажлан кок орден дене наградитлалтын), варажат кугешнылме, не-
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<text id="Onchyko97_163" src="122497">
<ref>12 — 24</ref>
<h>ПОЭЗИЙЫН ЙӦРАТЫМЕ ЙОЛТАШЫЖЕ</h>
<p> Миклай Казаковын шочмыжлан — 80 ий </p>
<bl/>
<p>
<s no="14956"> Писатель-влакын шочмыштым (творчестве ко
рныш шогалмыштым) ожнырак элыште, обществыште лийше
 вашталтыш дене, саманын ойыртемже дене кылдат ыле. </s>
<s no="14957"> Тиде шот гыч ончалаш гын, Миклай Казаков
ын мурпашаже икымше вичияш жапыште (1928 — 1932 ийл
аште) тӱзланаш, нерешташ тӱҥалын. </s>
<s no="14958"> Но ялысе марий рвезын кидышкыже ручкам с
оциализм пашан шарлен толмыжо веле огыл кучыктен. </s>
<s no="14959"> Тудым шке йӱк дене мурым оҥарен ончаш ту
намсе литераторна-влакын — С. Чавайнын, О. Шабдарын, Ол
ык Ипайын, Йыван Кырлян — возымышт таратен. </s>
<s no="14960"> 1930 ий гычак Йыван Миклай "У вий" журна
л дене кылым кучаш тӱҥалеш, тушко "Властьлан ваштареш 
ит кай" пьесыжым, почеламутлажым колтылеш. </s>
<s no="14961"> Нуныжо лудшо дек миен огыт шу. </s>
<s no="14962"> Тыгай пиал эн ондак "Ленин" почеламутшыла
н логалеш. </s>
<s no="14963"> Вуймутшо да содержанийже тыгай огыт лий г
ын, ты серымыжат, векат, ош тӱням ок уж ыле. </s>
</p>
<p>
<s no="14964"> "Утларак тӧрлаташ, илышым утларак шынен 
(шымлен) возаш тӱҥалат гын, пашашт вийнен кертеш", — ва
шештен "У вий" самырык авторлан. </s>
<s no="14965"> Тыге каласаш лиеш: келгын шынен возымаш 
поэтын творчествыштыже эреак тӱҥ верым налын. </s>
<s no="14966"> 1938 ийыште коло ияш рвезын икымше почел
амут ойпогыжо лектеш. </s>
<s no="14967"> Вес ийжылан тудым Писатель ушем радамы
ш налыт. </s>
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<h3> Sannumed ommalt maalt. </h3>
<p>
<s> Tänno Jummalale, uus kewwade on jälle kä, päsokessed 
lendamas, lehhed puus, rohhi on tärkanud, lojuste kellad köllawad 
waino peäl, karjatsed löwad lulli ja käggo hüab oksa peält ka 
sekka; igga pöllomees on omma semet lotusse peäle pöldo 
külwanud ja kes Jummalat tundis ja kartis, on pärrast wimast 
äästamist weel mütsi kätte wahhele wötnud ja öhkanud: Issand! 
nüüd on keik Sinno kääs ja wääs.  </s>
<s> Minna kündsin ja külwasin, Sinna kasta ja kaswata; Sulle 
auuks ja mulle jouuks. </s>
</p>
<p>
<s> Selsinnatsel tärkamisse ja öitsemisse aial hakkab nüüd ka 
Postimees omma semet külwi tarwis kandma.  </s>
<s> Ehk kül temma surem hool peab ollema, sedda könneleda, mis 
igga mehhele mele järrel ja mokka pärrast on ning kasso ja 
keelmatta römo sadab: ommeti teab ta ette ärra, et üks igga kord 
keikide melepärrast ei sa ja pallub sepärrast: wötke kannatusses 
wasto, mis armastusses pakkutakse!  </s>
<s> Uus wanker jookseb esmalt ikka nattuke raskeste ja Postimees, 
kuida näete, tulleb jo ka alles essimest korda.  </s>
<s> Ta töttab linna poolt, körtsist möda kirriko pole, kus igga mees 
omma lehti otab.  </s>
<s> Aega möda harjume mollemad: temma kulutama, teie 
kuulma.  </s>
<s> Andko siis Jummal teile ja temmale omma rahho ja kallist 
terwist. </s>
</p>
<p>
<s> Neist päiwist ja aegust, mis hilja möda läinud, polle meil paljo 
tarwis räkida, nad on meil muidogi alles meles.  </s>
<s> Monne südda tuksub ja körwad ugawad weel praego alles sest 
söa kärrast ja mürrast, mis nüüd tänno Jummalale, jubba selja 
tagga on. —  </s>
<s> Jah, monnesuggused ja sured asjad on Issand meile saatnud.  
</s>

31



32



33



34



  
  

  
  

  
  

  
  

  
Йо

ҥы
лы

ш 
ли

ят
, 

{ӱ
ды

р}
ем

. 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6b
_8

39
2

Ми
сс

ӓ 
он

 п
ик

ку
 т

ӱт
тӧ

 н
и 

— 
ку

шт
о 

{ӱ
ды

р}
ем

? 
(ф

ин
нл

а)
. 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6a
_1

26
63

  
  

  
 —

 Н
им

ом
 у

да
м 

ыш
те

н 
от

ыл
, 

{ӱ
ды

р}
ем

! 
— 

ню
сл

ен
 п

ел
еш

тк
ал

а 
Та

йс
а.

  
  

 
oc

6a
_1

32
33

ым
 т

ӧр
ла

ш 
мы

йы
н 

со
мы

л 
ог

ыл
, 

шк
е 

{ӱ
ды

р}
ем

-в
ла

ка
т 

ил
ым

ыш
т 

го
ды

м 
ко

йы
шы

м 
он

ч
oc

6b
_2

15
1

га
й 

ил
ыш

 п
ӱр

ал
ты

н 
ог

ыл
 г

ын
, 

ке
ч 

{ӱ
ды

р}
ем

-м
от

ор
ем

 п
иа

ла
н 

ли
еш

 .
..

  
  

  
  

 
oc

6a
_1

32
35

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Мы

йы
м 

{ӱ
ды

р}
ем

-ш
ам

ыч
 ш

ин
ча

т,
 н

ел
еш

 о
гы

т 
на

л,
 —

 
oc

6a
_3

81
4

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

Ко
кы

мш
о 

{ӱ
ды

р}
ем

же
 я

лы
шт

ак
, 

ма
рл

ан
 л

ек
ты

н.
  

  
  

 
oc

6c
_2

11
5

Пӱ
ры

шы
н 

пӱ
ре

н 
пу

ым
о 

шо
чш

ем
ла

н 
— 

{ӱ
ды

р}
ем

ла
н,

 в
еҥ

ым
ла

н 
— 

му
жы

ра
ҥа

шы
шт

 п
ӱр

ы
oc

6a
_1

27
88

  
  

  
  

  
  

  
 —

 А
 м

ый
 ш

он
ыш

ым
: 

{ӱ
ды

р}
ем

ым
 и

кт
аж

-м
ог

ай
 б

ус
ур

ма
нл

ан
 а

ли
 а

н
oc

6a
_1

28
37

  
  

  
  

  
Ик

мы
ня

р 
ий

 г
ыч

 и
зи

ра
к 

{ӱ
ды

р}
ем

ым
 т

ов
ар

 д
ен

е 
ру

эн
 п

уш
ты

ч.
  

  
  

 
oc

6b
_2

28
2

а:
 "

Ты
йы

н 
ом

са
ло

нд
ем

ет
 к

ӱк
шӧ

, 
а 

{ӱ
ды

р}
ем

ын
 к

ап
ше

 и
зи

. 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6b
_2

05
9

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

Ку
гу

ра
к 

{ӱ
ды

р}
ем

ын
, 

Ве
ру

ш 
да

 И
ву

к 
ко

к 
па

ча
ш 

ко
ча

-
oc

6c
_3

16
4

н 
— 

Мы
ла

м 
чо

рт
 п

ос
ан

а!
 —

 Т
ӧр

шт
а 

{ӱ
ды

р}
ет

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6a
_1

68
3

  
  

  
  

  
  

Ку
м 

га
на

 к
ыр

ал
та

т 
— 

{ӱ
ды

р}
ет

 д
ен

е 
"к

ут
ыр

аш
" 

ур
ем

ыш
 л

ек
та

т.
  

 
oc

6b
_3

41
6

не
ш,

 —
 т

ен
да

н 
ой

да
 п

оч
еш

 М
ар

ин
а 

{ӱ
ды

р}
ет

 д
ен

е 
йӱ

ды
м 

пы
рл

я 
эр

та
ры

шн
а.

  
  

 
oc

6a
_7

05
0

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 Т

уд
е 

са
мы

ры
к 

{ӱ
ды

р}
ет

 о
гы

л:
 м

ом
 ш

он
ет

, 
ту

ды
м 

ыш
ты

ла
ш 

о
oc

6b
_2

80
6

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 С

ад
е 

{ӱ
ды

р}
ет

 т
ел

еф
он

 д
ек

е 
ла

п 
ли

е,
 п

уч
ым

 п
ыл

ы
oc

6a
_1

02
0

  
  

  
  

  
  

  
 —

 О
к 

кӱ
л,

 о
к 

кӱ
л 

{ӱ
ды

р}
ет

! 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6b
_2

72
0

  
  

Рв
ез

е-
вл

ак
ет

 д
ен

е 
ку

зе
, 

ал
а 

{ӱ
ды

р}
ет

ат
 у

ло
? 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6c
_1

29
17

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Ку

шт
о 

{ӱ
ды

р}
ет

ше
? 

— 
ӧр

ма
лг

ен
 ш

ог
ал

ьы
м.

  
  

  
  

 
oc

6a
_4

56
0

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 Й
ол

та
ш 

{ӱ
ды

р}
ет

ым
 а

ла
-к

ӧ 
со

ла
лт

ен
ат

 к
ае

н 
..

. 
  

 
oc

6b
_7

99
4

о 
гы

н,
 р

ве
зы

ра
к 

го
ды

ма
к 

ке
лш

ыш
е 

{ӱ
ды

р}
ет

ым
 и

т 
му

чы
шт

ар
е.

  
  

  
  

  
  

  
  

 
oc

6a
_5

34
4

35



OpenType font JLOT-Fluralic

JLOT-Fluralic is an OpenType font, which has both plain and italic styles and which include 
among normal character ranges – Latin, IPA, Greek, and Cyrillic – all necessary Uralic Phonetic 
Alphabet (UPA) characters found in the Unicode version 4.0. Please read more about UPA and 
Unicode at the article: www.dkuug.dk/jtc1/sc2/wg2/docs/n2442.pdf. JLOT-Fluralic contains CFF 
(Compact Font Format) PostScript based glyphs and special glyph substitution tables (GSUB) for 
high quality typography. JLOT-Fluralic is suited best for publishing purposes and for importing 
phonetic data from e.g. XLM database into page layout program. A single Unicode character of 
JLOT-Fluralic can contain even nearly twenty typographic variants.

Supported operating systems: Mac OS 8.6 or newer and Windows 95 or newer using Adobe Type 
Manager (ATM); directly without ATM: Mac OS X and Windows 2000 or newer. Please read more 
about the OpenType technology and system requirements on http://www.adobe.com/type/opentype.  
There you can also find detailed instructions for OpenType font installation (OTGuide.pdf). There 
is yet no operating system, that supports main OpenType typographic features on a system level. 
Microsoft uses now OpenType for e.g. Indic script support, but it has announced, that the next 
main Windows release (“Longhorn”, available maybe 2006 or 2007) will support also OpenType 
typographic features on system level (http://longhorn.msdn.microsoft.com). Apple has not an-
nounced, whether it will support OpenType font features on system level. Now it has own type 
technology, AAT (Apple Advanced Typography), but it is commonly predicted, that also Apple will 
support natively OpenType features sooner or later. Mac OS 10.4 (“Tiger”), published in spring 
2005, has ability to convert some basic OpenType features into AAT features. There is also a font 
engine project called FreeType for achieving better font support for e.g. Linux environment (http:
//freetype.sourceforge.net/freetype2). 

Supported applications: All modern applications can recognize installed OpenType fonts, but only 
applications which can interpret the glyph substitution feature (GSUB) can handle complicated 
phonetic text properly. Only Redlex  ̓word processor Mellel and Adobeʼs InDesign and CS versions 
of other Adobeʼs application can handle properly typographical features needed for sophisticated 
UPA output.  This is possible, because Redlex and Adobe have made own font engines and these 
applications donʼt rely on - by now inadequate - text services provided by operating systems. We 
may expect, that core applications on forthcoming Microsoftʼs Longhorn will support typographic 
OpenType features. If you are using JLOT-Fluralic or any other OpenType font on applications, 
which donʼt support typographic OpenType features or even Unicode, you can access only fontʼs 
standard characters without automatic typographic rendering and variants.

Using JLOT-Fluralic in UPA notations. The Unicode standard requires, that the base character 
proceed the diacritics. If there are more than one diacritics above or below the base character, the 
nearest are written first (see The Unicode Standard 4.0; chapter 2.10). JLOT-Fluralic has intelli-
gent glyph substitution instructions, which require 1) that the diacritics below a base characters are 
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entered first, then the diacritics above a base characters; and 2) that the nearest diacritics to the base 
character are entered first. For example, if you want to write s̜�̌�, you should enter first the base char-
acter U+0073 (small s), then U+031C (first diacritic below), then U+032C (lower diacritic below), 
then U+030C (caron above) and then U+0301 (acute above). This order is crucial, because the sub-
stitution tables inside JLOT-Fluralic require this typing order.  

Notes: 1) Please note, that the combining acute accent U+0301 is typographically positioned after 
some base characters (d f l t β δ), but it is still a variant of U+0301. It is written in normal order 
also in these cases; e.g. d�� ̜is written U+0064 (small d), then U+031C (coronal accent below), 
then U+0301 (acute above) and last U+0304 (macron above). 2) If you are writing U+032D and 
U+0355, you can write them on ambiguous order, because the substitution tables inside JLOT-Flu-
ralic convert these diacritics to U+0356 (e.g.  a)͖ in all cases. Also U+0355 and U+032C on ambigu-
ous order are treated similarly (e.g. a�), although this combination has not own Unicode value. 3) 
You need not to use dotless i and j characters before overlaying diacritics; these will be generated 
automatically without affecting to proper Unicode values (e.g. j + U+0306 will produce �  without 
dot).

The number of supported glyph variants.  On of the most important UPA features is the ability 
to use more than one diacritics by a base letter. JLOT-Fluralic contain glyph substitution instruc-
tions and diacritic variants for three levels above the ordinary base characters (e.g. s��� ) and for two 
levels below the ordinary base characters (e.g.  s̜�; but three levels with double accents a�  a)͖, two 
levels above the small superscript characters (e.g. nᵊ�� ) and two levels below the small superscript 
characters (e.g.  pᵃ�� ). However, on the third level above the base letter only diacritics denoting to the 
phonetic length (U+0300, U+0302, U+0304, U+0306, U+0350) and to the palatalization (U+0301). 
In Uralistic practice this should be enough even for the most complex phonetic notation. Under the 
small subscript characters (e.g. nᵢ) there is no need for diacritics and these are not supported. You 
can use basic diacritics also with ordinary ä, å, ö, and ü (eg. ä� å� ö� ü�), because the combinations are 
needed for some purposes, although not always according to the UPA principles. 

Other typographic features. Standard Russian alphabet does not use accented vowels for denoting 
the stress. Also the Unicode standard doesnʼt contain combined glyphs for these. Using combina-
tions of base vowel + combining acute (U+0301) produce normally typographically poor results 
(like: А́а́Е́е́И́и́О́о́У́у́Ы́ы́Э́э́Ю́ю́Я́я́), but JLOT-Fluralic has an OpenType feature for proper acute 
positioning for all Russian accented vowels: �����������������я́. 

Acknowledgments. JL-types Ky created JLOT-Fluralic for the Department of Asian and Pacific 
Linguistics of the University of Tokyo as a part of project JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research 
(A) #15202008 (project leader: professor Kazuto Matsumura). Klaas Ruppelʼs (Research Institute 
for the Languages of Finland) contribution on the UPA font project has been indispensable.  JL-
types Ky is responsible of all possible failures and mistakes in JLOT-Fluralic. One main obstacle 
for broader testing in practise is the lack of Unicode encoded phonetic text materials. It s̓ complete-
ly possible, that the fontʼs character repertoire or typographical details need to be improved in the 
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future. Itʼs even obvious, that Unicode version 4.1 does not contain all possible UPA characters. 

Text examples. On the next page there are some of the most complicated UPA examples, that can 
be found. Examples are found from e.g. Lagercrantz (MSFOu 112), Kannisto (MSFOu 101), Kar-
jalainen (MSFOu 157), Uotila (MSFOu 186), and Lehtisalo (MSFOu 90) and from Unicode work-
ing document N2419. Because UPA is used always in italic, there are no example texts on Roman 
(upright) face of JLOT-Fluralic, although it would be technically and typographically possible.

Some examples in JLOT-Fluralic

nŭ̮o̭·rʀt�l�ᴸ��t�ɛ e̮d�d�e̮�n ńe̮re̮�n ad�d�z��ɛ̮� sud�ˢ��z�� χ�βȯ͔ˡ�ʟ�₍ᴦ‿γəsäχᵩ nəru͔�̇�i�ɜ t��əlme�n  t��ələ₍t��ṣ̌ət u̯ă̭χtə�o͔�̇�i�ɜ

 jı�l��l�ib̬a͖₍t���ˢ��i˒˒ χä�è͔β�˒˒ χ�ō͕t����s̜�́ χ�u͕ń₍t���s̜�́e�·rk�ka͕rt�ᵄ  ö͔ŋᵤke�·l�  ö͔ŋ₍ki�e·l�  ä�˳ŋ₍kᵦl kloz��ı�ńt��t�ə� 

knas���s�ə�t‿pus�kùd˽e�driks�ə�bə�t‿taràs� pᴴridᵉ�ku hu̮lᵘ�kɛmɛ̮ ful�ᴴkˎi�ᴛ fŭ̮ö·lʟ˲kiɛ ᴋorᵕ�ᴄ��iɛ kor�ʜ�c��iɛ  

mə�·s�kam  mᴑ·s�kam  pᴞnᵈzᴞ  pᴞ·ńᵈzᴞ pü·nᴅᴢo̤ pᴞ·ń₍ᴅ�ᴢ��ö̬  pü·ńdz��ə� ŋa̭ł�ŋo�δà͕  a̭łŋɐδa͖ś̜  łāno�rŋɐᵊ�  

jɯ͔rɔ₍kʙtā͕s̜�̌� d�̜ᴟᴧɔknuŋ to�ŋŋāt�ā͕ś̜

nŭ̮o̭·rʀt�l�ᴸ��t�ɛ e̮d�d�e̮�n ńe̮re̮�n ad�d�z��ɛ̮� sud�ˢ��z�� χ�βȯ͔ˡ�ʟ�₍ᴦ‿γəsäχᵩ nəru͔�̇�i�ɜ 

t��əlme�n  t��ələ₍t��ṣ̌ət u̯ă̭χtə�o͔�̇�i�ɜ jı�l��l�ib̬a͖₍t���ˢ��i˒˒ χä�è͔β�˒˒ χ�ō͕t����s̜�́ χ�u͕ń₍t���s̜�́e�·rk�ka͕rt�ᵄ  

ö͔ŋᵤke�·l�  ö͔ŋ₍ki�e·l�  ä�˳ŋ₍kᵦl kloz��ı�ńt��t�ə� 

knas���s�ə�t‿ pus�kùd˽e�driks�ə�bə�t‿taràs� pᴴridᵉ�ku hu̮lᵘ�kɛmɛ̮ ful�ᴴkˎi�ᴛ 

fŭ̮ö·lʟ˲kiɛ ᴋorᵕ�ᴄ��iɛ kor�ʜ�c��iɛ  mə�·s�kam  mᴑ·s�kam  pᴞnᵈzᴞ  pᴞ·ńᵈzᴞ 

pü·nᴅᴢo̤ pᴞ·ń₍ᴅ�ᴢ��ö̬  pü·ńdz��ə� ŋa̭ł�ŋo�δà͕  a̭łŋɐδa͖ś̜  łāno�rŋɐᵊ�  jɯ͔rɔ₍kʙtā͕s̜�̌� 

d�̜ᴟᴧɔknuŋ to�ŋŋāt�ā͕ś̜
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